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第
十
六
節
再
渡
来
後
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
慶
応
二
年
九
月
二
十
四
日
（
一
八
六
六
年
十
一
月
一
日
）
、
第
二
次
オ
ラ
ン
ダ
医
学
留
学
生
緒
方
惟
準
を
伴
っ
て
、
長
崎
を
発
つ
予
定
で
あ
っ
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
同
年
十
二
月
ま
で
長
崎
に
滞
在
し
、
翌
年
一
月
一
目
（
一
八
六
七
年
二
月
五
日
）
以
前
に
惟
準
と
共
に
長
崎
を
出
帆
し
、
一
度
は
オ
ラ
ン
ダ
に
向
っ
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
惟
準
を
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
に
紹
介
し
、
入
学
せ
し
め
る
手
続
を
済
ま
し
た
後
、
直
ち
に
日
本
に
向
っ
た
。
慶
、
応
元
年
八
月
（
一
八
六
五
年
九
月
）
以
来
の
懸
案
、
留
学
の
問
題
を
済
ま
し
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
間
も
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
対
し
、
も
し
幕
府
が
江
戸
に
医
学
校
を
設
立
す
る
予
定
が
あ
る
な
ら
ば
、
喜
ん
で
幕
府
の
要
求
に
応
ず
る
旨
を
伝
え
、
且
つ
そ
れ
が
決
定
す
れ
ば
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
自
身
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
許
可
を
乞
う
た
め
、
先
ず
オ
ラ
ン
ダ
に
往
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
本
年
末
に
再
び
日
本
に
帰
着
し
よ
う
。
そ
こ
で
決
定
如
何
に
よ
っ
て
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
オ
ラ
ン
ダ
向
け
出
発
は
陽
暦
五
月
中
旬
と
決
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
定
す
る
と
伝
え
た
。
こ
の
旨
に
つ
き
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
三
月
十
日
（
陽
暦
四
月
十
四
日
）
に
外
国
奉
行
板
倉
周
防
守
宛
て
書
簡
を
認
め
、
幕
府
に
提
出
し
た
。
翌
日
、
そ
れ
を
受
付
け
た
幕
府
で
は
杉
田
玄
端
が
訳
文
を
作
り
、
三
月
十
三
日
（
陽
暦
四
月
十
七
日
）
に
、
板
倉
周
防
守
に
呈
上
し
た
。
処
が
、
三
月
二
十
四
目
（
陽
暦
四
月
二
十
八
日
）
に
至
り
、
朝
比
奈
甲
斐
守
昌
広
は
石
野
筑
前
守
及
び
平
山
図
書
頭
と
連
署
し
て
慶
応
元
年
末
よ
り
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
江
戸
に
医
学
校
設
立
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
再
び
幕
府
で
雇
入
れ
て
貰
い
た
い
旨
を
申
立
て
て
い
る
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
自
分
等
三
人
に
審
議
を
進
め
さ
せ
て
貰
え
る
な
ら
ば
そ
の
返
書
案
を
調
え
て
提
出
し
た
い
と
、
そ
の
来
書
の
訳
文
を
添
え
て
、
外
国
奉
行
に
申
出
た
。
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
当
局
は
、
即
日
、
板
倉
周
防
守
に
三
人
連
署
の
書
簡
を
呈
し
た
が
、
四
月
十
四
日
（
陽
暦
五
月
十
七
日
）
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
再
び
幕
府
に
こ
の
件
を
書
簡
を
以
て
交
渉
し
て
い
る
。
こ
の
一135一
第
十
六
節
　
　
再
渡
来
後
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
交
渉
の
た
め
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
四
月
に
江
戸
に
赴
き
、
四
月
二
十
七
日
（
陽
暦
五
月
三
十
日
）
、
契
約
を
終
っ
て
、
同
月
二
十
九
日
（
陽
暦
六
月
一
日
）
に
江
戸
を
出
発
し
て
長
崎
に
向
っ
た
。
今
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
文
書
を
「
慶
応
三
年
、
和
蘭
国
軍
医
ボ
ー
ド
イ
ン
氏
ヲ
本
邦
海
軍
軍
医
二
雇
入
一
件
」
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
　
　
　
卯
三
月
十
三
日
周
防
守
殿
江
上
ル
　
　
　
（
丁
夘
三
月
十
一
日
）
　
　
第
除
号
　
　
　
百
四
十
四
　
　
千
八
百
六
十
七
年
第
四
月
十
四
日
神
奈
川
に
於
て
　
江
戸
に
在
る
外
国
事
務
執
政
閣
下
に
呈
す
　
荷
蘭
兵
部
医
官
の
マ
ヨ
ー
ル
爵
「
ド
ク
ト
ル
」
「
ボ
ウ
ド
イ
ン
」
余
に
　
右
の
報
告
を
な
し
た
る
が
故
に
之
を
閣
下
に
告
知
す
る
を
得
る
こ
と
ハ
　
余
に
於
て
満
足
す
る
所
な
り
　
日
く
日
本
政
府
に
於
て
医
学
校
を
江
戸
　
に
建
設
す
る
の
用
意
あ
る
と
き
ハ
彼
レ
好
ミ
て
再
び
日
本
政
府
の
所
要
　
に
応
ず
べ
し
と
　
然
ど
も
同
人
儀
は
改
而
荷
蘭
政
府
の
免
許
を
乞
ハ
ん
が
為
に
先
ヅ
荷
蘭
　
へ
往
か
ざ
る
を
得
ず
　
而
し
て
今
年
の
末
に
再
び
此
地
に
帰
り
来
る
を
　
得
べ
し
　
是
を
以
て
其
荷
蘭
へ
の
出
立
は
第
五
月
の
半
バ
頃
と
定
め
た
　
り
　
此
書
の
回
答
を
速
に
賜
ひ
な
バ
彼
レ
別
し
て
愉
快
に
思
ふ
べ
し
　
恐
憧
　
敬
白
　
　
　
日
本
在
留
荷
蘭
ポ
リ
チ
ー
キ
」
ア
ゲ
ン
ト
兼
コ
ン
シ
ユ
ル
ゼ
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
子
ウ
ー
ル
　
　
　
　
ド
・
デ
・
ガ
ラ
ウ
・
ハ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
玄
端
訳
　
　
　
（
返
翰
五
月
十
日
ノ
条
二
載
ス
）
　
　
　
卯
三
月
廿
四
日
周
防
守
殿
江
上
ル
　
　
　
（
丁
夘
三
月
廿
四
日
）
甲
斐
守
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
文
吉
筑
前
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
早
楽
太
郎
図
書
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
御
書
御
習
掛
　
　
　
　
荷
蘭
公
使
汐
差
出
候
書
簡
之
義
二
付
申
上
候
書
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
　
国
奉
　
行
　
荷
蘭
公
使
汐
御
手
前
様
方
宛
書
簡
去
歳
差
出
候
二
付
　
披
封
反
訳
為
致
　
一
覧
仕
候
処
　
昨
寅
年
中
迄
長
崎
表
医
学
校
江
御
雇
相
成
居
候
同
国
医
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
師
ボ
ー
ド
イ
ン
よ
り
江
戸
表
於
て
医
学
校
御
取
建
相
成
義
候
ハ
．
・
再
び
　
御
雇
ひ
入
相
成
候
様
い
た
し
度
旨
同
国
公
使
江
申
立
候
二
付
　
即
同
公
　
使
よ
り
申
出
候
義
二
有
之
　
右
は
其
筋
江
御
下
相
成
見
込
申
上
候
上
　
猶
私
共
江
御
下
御
座
候
ハ
．
・
其
節
御
返
簡
案
取
調
差
上
可
申
候
依
之
来
　
書
訳
文
相
添
此
段
申
上
候
　
以
上
　
　
　
夘
　
三
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
　
　
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
比
奈
甲
斐
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
野
筑
前
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
図
書
頭
一136一
　
さ
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
申
出
た
陽
暦
五
月
の
オ
ラ
ン
ダ
向
け
出
発
は
延
期
さ
れ
て
、
七
ケ
条
の
約
定
書
の
締
結
を
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
約
定
書
は
長
崎
よ
り
江
戸
に
赴
い
て
い
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
代
表
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
公
使
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
及
び
外
国
奉
行
板
倉
周
防
守
の
三
人
の
協
議
と
承
認
を
経
た
後
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
こ
れ
に
対
し
、
更
に
江
戸
に
お
け
る
医
学
校
並
び
に
病
院
は
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
管
轄
下
に
経
営
を
な
す
べ
き
旨
を
申
請
し
た
。
次
に
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
四
月
二
十
七
目
（
陽
暦
五
月
三
十
日
）
付
書
簡
（
五
月
一
日
即
ち
陽
暦
六
月
三
日
に
板
倉
周
防
守
に
呈
し
た
。
）
と
約
定
書
を
示
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
〔
六
肝
降
伍
用
藩
緬
裂
．
．
別
紙
　
　
　
卯
四
月
廿
七
日
出
ス
五
月
朔
日
周
防
守
殿
江
上
ル
　
　
　
（
丁
夘
四
月
廿
七
日
）
　
　
　
百
廿
二
　
　
別
紙
添
　
　
第
－
号
　
　
二
百
十
　
　
　
千
八
百
六
十
七
年
第
五
月
三
十
日
江
戸
に
於
て
　
江
　
戸
　
外
国
事
務
執
政
閣
下
に
呈
す
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
四
余
謹
て
去
第
四
月
十
四
日
附
第
旬
四
七
四
号
の
余
が
書
翰
に
追
啓
し
て
荷
蘭
官
軍
附
属
医
官
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
不
定
の
年
限
中
（
ニ
ケ
年
に
過
ぎ
ず
）
再
び
日
本
政
府
に
勤
仕
す
べ
き
用
意
を
為
さ
ん
と
せ
る
約
束
書
の
写
を
封
入
し
て
閣
下
に
呈
す
閣
下
右
の
約
束
書
に
載
せ
た
る
ケ
条
を
採
用
し
給
ふ
に
於
て
ハ
余
に
於
て
愉
快
な
る
べ
し
　
是
れ
左
す
れ
ば
ボ
ウ
ド
イ
ソ
君
は
今
年
の
末
若
ク
ハ
千
八
百
六
十
八
年
の
始
メ
に
は
日
本
政
府
の
支
配
と
な
る
べ
き
が
故
な
り
医
官
ボ
ウ
ド
イ
ソ
君
は
六
月
・
第
一
日
土
曜
日
に
此
地
を
出
立
す
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
惇
敬
白
　
　
日
本
在
留
荷
蘭
ポ
リ
チ
ー
キ
ア
ゲ
ン
ト
兼
コ
ン
シ
ユ
ル
ゼ
　
　
子
ラ
ー
ル
　
　
　
ド
・
デ
・
ガ
ラ
ー
フ
・
ハ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
手
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
廉
卿
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
玄
端
校
　
　
（
返
翰
五
月
十
日
ノ
条
二
載
ス
）
写荷
蘭
交
易
会
社
某
君
或
ハ
荷
蘭
コ
ン
シ
ュ
ル
ゼ
子
ラ
ー
ル
某
君
と
外
国
奉
行
某
君
と
共
に
一
は
日
本
政
府
の
名
代
と
な
り
て
日
本
政
府
の
為
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
保
証
を
な
し
一
ハ
荷
蘭
官
軍
附
属
医
官
第
一
等
ア
・
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
と
左
の
約
定
を
な
せ
り
一1、37一
第
十
六
節
　
　
再
渡
来
後
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
　
　
第
一
ケ
条
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
は
荷
蘭
政
府
の
免
許
を
受
た
る
後
今
藪
千
八
百
六
十
七
年
の
末
か
若
ク
ハ
千
八
百
六
十
八
年
の
始
メ
に
江
戸
に
来
り
此
に
在
り
て
日
本
政
府
に
勤
仕
す
る
こ
と
を
約
束
せ
り
　
　
第
ニ
ケ
条
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
は
不
定
の
年
限
の
間
（
但
し
ニ
ケ
年
に
過
ぎ
ず
）
江
戸
に
在
留
し
て
右
年
限
の
間
江
戸
に
於
て
病
院
及
び
内
外
科
学
校
の
建
立
に
力
を
添
へ
　
右
病
院
の
病
者
に
治
術
を
施
し
且
ツ
内
科
及
び
外
科
諸
学
の
教
授
を
な
す
べ
し
O
日
本
政
府
は
右
の
如
く
取
極
た
る
年
限
の
間
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
を
絶
え
ず
使
役
す
べ
し
　
　
第
三
ケ
条
日
本
政
府
に
仕
へ
医
官
と
な
り
て
勤
務
す
る
年
限
の
間
　
ボ
ウ
ド
イ
ソ
君
に
毎
月
墨
西
寄
ド
ル
ラ
ル
に
て
給
料
を
与
ふ
べ
し
　
但
し
右
給
料
は
発
程
の
月
を
以
て
始
と
し
　
其
勤
務
を
止
む
る
月
を
終
と
す
す
（
衛
）
べ
し
右
給
料
の
渡
し
方
は
横
浜
に
在
る
会
社
の
ア
ゲ
ソ
ト
之
に
立
合
ひ
或
ハ
日
本
政
府
に
て
要
と
す
る
他
の
仕
方
を
以
て
目
本
政
府
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
と
取
極
め
た
る
期
限
に
渡
す
べ
し
　
尤
も
出
立
前
荷
蘭
交
易
会
社
よ
り
同
人
に
右
給
料
の
内
に
て
三
ヶ
月
分
を
算
計
し
て
前
貸
を
渡
す
べ
し
是
れ
日
本
政
府
に
て
差
引
か
ん
が
為
な
り
　
　
第
四
ケ
条
日
本
政
府
の
命
に
て
第
一
等
旅
客
と
な
り
　
飛
脚
船
に
て
亜
墨
利
加
或
ハ
亜
細
亜
を
航
遇
し
　
江
戸
に
来
る
と
き
は
其
路
上
の
費
用
真
に
近
き
者
を
日
本
政
府
の
入
用
に
て
荷
蘭
交
易
会
社
よ
り
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
に
前
貸
す
べ
し
　
O
右
前
貸
金
は
横
浜
に
於
て
会
社
の
ア
ゲ
ン
ト
に
返
済
す
べ
し
　
但
し
其
過
不
及
は
旅
行
中
必
要
な
る
費
用
の
み
を
算
計
し
て
会
社
の
ア
ゲ
ン
ト
に
て
分
明
に
算
勘
す
べ
し
　
　
第
五
ケ
条
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
右
の
年
限
終
リ
て
直
に
荷
蘭
に
帰
帆
す
る
と
き
ハ
右
帰
路
の
費
用
ハ
第
四
ケ
条
載
せ
た
る
如
き
仕
方
に
て
日
本
政
府
に
て
償
ハ
る
べ
し
　
且
第
三
ケ
条
に
記
し
た
る
給
料
の
外
に
別
紙
三
ケ
月
の
給
料
を
与
ふ
べ
し
但
し
日
本
政
府
の
為
に
請
合
つ
き
右
限
の
内
に
同
人
病
気
発
り
て
余
儀
な
く
帰
国
す
る
に
至
る
時
は
自
由
に
旅
行
す
る
こ
と
を
得
べ
し
　
尤
も
別
段
の
給
料
は
削
消
す
べ
し
　
O
帰
路
費
用
の
真
に
近
き
者
は
横
浜
に
於
て
会
社
の
ア
ゲ
ン
ト
よ
り
ボ
ウ
ド
イ
ン
君
に
前
貸
す
べ
し
　
O
右
前
貸
金
は
荷
蘭
に
於
て
荷
蘭
交
易
会
社
に
返
済
す
べ
し
　
且
ツ
其
過
不
足
は
右
交
易
会
社
に
て
明
算
す
べ
し
　
　
第
六
ケ
条
ボ
ウ
ド
イ
ソ
君
日
本
在
留
の
間
　
土
地
の
形
勢
及
び
地
気
の
模
様
に
従
ひ
適
当
に
造
作
し
た
る
住
居
を
貸
渡
す
べ
し
　
　
第
七
ケ
条
此
約
束
の
旨
趣
二
付
　
意
味
の
相
違
起
る
時
ハ
江
戸
に
在
る
荷
蘭
コ
ン
シ
ュ
ル
ゼ
子
ラ
ー
ル
の
裁
断
に
打
任
す
べ
し
右
の
約
束
二
付
て
ハ
同
文
の
書
付
三
枚
を
造
り
二
枚
ハ
此
約
束
に
加
り
た
る
者
に
渡
し
　
一
枚
は
日
本
人
に
渡
す
べ
し
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日
本
二
在
ル
荷
蘭
公
使
舘
附
カ
ン
セ
リ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
・
ト
・
ケ
レ
イ
ン
チ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
　
杉
田
廉
卿
訳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
玄
端
抜
　
こ
の
約
定
書
（
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
員
ク
レ
イ
ン
チ
ー
ス
r
臼
困
色
呂
霧
筆
。
）
に
よ
っ
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
慶
応
三
年
冬
（
一
八
六
七
年
末
か
、
一
八
六
八
年
始
）
に
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
に
二
年
間
傭
わ
れ
、
幕
府
が
江
戸
に
病
院
及
び
医
学
校
を
設
立
す
る
計
画
に
協
力
し
、
診
療
と
教
授
を
な
す
べ
き
こ
と
、
経
済
的
援
助
を
如
何
に
処
理
す
る
か
等
の
こ
と
が
決
定
し
た
。
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
は
更
に
幕
府
に
対
し
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
江
戸
に
来
任
す
る
際
は
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
に
属
せ
し
む
べ
き
旨
を
提
議
し
た
が
、
幕
府
は
五
月
十
日
（
陽
暦
六
月
十
二
目
）
に
そ
れ
を
承
認
し
、
そ
の
旨
を
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
伝
え
、
且
つ
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
及
び
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
通
達
す
る
よ
う
書
簡
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
前
記
五
月
十
日
付
、
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
宛
て
た
幕
府
の
書
簡
を
示
し
て
置
こ
う
。
　
　
　
卯
五
月
十
日
周
防
守
殿
江
上
ル
　
　
　
同
　
　
十
日
下
ル
同
心
田
中
武
次
郎
君
長
応
寺
江
達
ル
　
　
　
（
丁
卯
五
月
十
日
）
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
安近大筑加日甲但
芸江和前賀向斐馬
　
貴
国
第
四
月
十
四
日
附
同
五
月
三
十
日
附
之
貴
翰
ヲ
以
　
イ
ン
を
再
び
我
政
府
お
ひ
て
可
雇
入
趣
被
申
越
候
旨
承
知
い
た
し
候
　
右
は
来
示
之
通
リ
相
雇
ひ
我
海
軍
に
附
属
せ
し
め
ん
と
欲
す
れ
バ
其
段
　
貴
政
府
井
本
人
に
も
被
達
可
然
御
周
旋
有
之
度
存
候
　
拝
具
謹
言
　
　
　
慶
応
三
年
丁
夘
五
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
河
内
守
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
周
防
守
　
　
（
翻
鏑
閣
騰
髭
誹
㌔
ノ
条
五
旦
二
古
附
）
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
慶
応
三
年
一
月
以
後
は
完
全
に
長
崎
の
出
島
第
一
土
曜
）
、
江
戸
を
去
り
、
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
居
留
の
籍
を
脱
し
て
い
た
が
、
五
月
二
十
九
日
（
六
月
一
日
即
ち
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
文
吉
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
栄
　
助
守
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
飼
弥
　
一
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
早
楽
太
郎
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
山
多
吉
郎
守
守
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
書
翰
懸
写
和
蘭
ポ
リ
チ
ー
キ
ア
ゲ
ン
ト
兼
ユ
ン
シ
ユ
ル
　
ゼ
ネ
ラ
ル
ヱ
キ
セ
ル
シ
ン
シ
ー
　
ド
デ
カ
ラ
ー
フ
フ
ァ
ン
ポ
ル
ス
フ
ル
ッ
ク
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
官
ボ
ー
ト
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第
十
六
節
　
　
再
渡
来
後
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
帰
っ
て
間
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
日
本
再
渡
航
の
承
認
を
得
た
ボ
ー
ド
ウ
イ
ン
は
幕
府
と
の
契
約
を
果
す
べ
く
、
目
本
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
途
次
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
に
立
寄
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
サ
マ
リ
タ
ン
病
院
婦
人
科
小
児
科
長
ト
ー
マ
ス
・
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ウ
ェ
ル
ス
（
↓
ぎ
ヨ
霧
ω
℃
①
旨
霞
≦
巴
房
）
に
そ
の
消
毒
法
、
卵
巣
切
除
法
を
学
び
、
器
具
類
を
も
入
手
し
て
い
た
。
そ
し
て
慶
応
四
年
一
月
、
維
新
の
動
乱
の
極
に
あ
る
長
崎
に
渡
来
し
、
長
崎
に
在
っ
て
悶
々
の
日
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
偶
々
、
大
阪
に
病
院
設
立
の
話
が
あ
っ
て
、
ボ
ー
ド
ウ
イ
ン
は
直
ち
に
大
阪
に
赴
く
こ
と
と
な
っ
て
、
騒
乱
中
の
長
崎
を
後
に
、
慶
応
四
年
一
月
二
十
五
日
（
一
八
六
八
年
二
月
十
八
日
）
、
摂
津
西
成
郡
寺
町
大
福
寺
に
仮
設
さ
れ
た
病
院
に
勤
務
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
二
年
二
月
に
は
仮
病
院
の
治
療
伝
習
を
引
続
き
大
阪
府
よ
り
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
ウ
ェ
ル
ス
の
産
婦
人
科
学
を
伝
え
、
更
に
注
射
器
を
も
齎
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
紹
介
で
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
に
聴
講
し
、
医
学
の
研
究
を
重
ね
て
い
た
緒
方
惟
準
は
幕
府
の
倒
壊
に
よ
っ
て
、
学
資
金
送
達
の
途
を
断
た
れ
、
止
む
を
得
ず
留
学
を
断
念
し
、
辛
う
じ
て
帰
国
し
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
在
勤
す
る
大
阪
仮
病
院
の
整
備
を
命
ぜ
ら
れ
た
明
治
三
年
二
月
十
七
日
（
一
八
七
〇
年
三
月
十
八
日
）
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
緒
方
惟
準
の
立
場
に
協
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
然
し
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
問
も
な
く
、
任
期
満
ち
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
と
交
代
し
、
帰
国
の
挨
拶
も
済
ま
し
て
、
横
浜
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
、
東
京
の
大
学
東
校
に
お
け
る
ド
イ
ツ
医
学
輸
入
の
方
針
が
決
定
し
、
ド
イ
ツ
よ
り
二
人
の
教
師
を
招
聴
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
普
仏
戦
争
に
当
り
、
招
堪
教
授
の
来
任
が
遅
延
し
た
た
め
、
東
校
の
生
徒
は
皆
失
望
の
極
に
陥
っ
て
い
た
。
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
横
浜
に
至
っ
た
時
は
恰
も
そ
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
ド
イ
ツ
招
聴
教
授
の
来
任
ま
で
、
仮
り
に
し
ば
ら
く
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
款
留
し
、
少
し
で
も
東
校
生
徒
の
希
望
を
慰
め
よ
う
と
考
え
、
一
旦
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
留
め
よ
う
と
し
た
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
こ
れ
を
退
け
た
。
こ
れ
は
再
渡
以
後
、
日
本
政
府
の
維
新
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
幕
府
と
契
約
書
を
交
換
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
既
に
幕
府
は
倒
壊
し
て
、
契
約
の
履
行
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。
政
府
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
固
辞
に
も
拘
わ
ら
ず
、
再
三
強
い
一　140一
て
留
め
る
交
渉
を
繰
返
し
た
の
で
、
遂
に
ニ
ケ
月
間
、
消
化
生
理
の
講
義
を
行
な
う
こ
と
を
承
諾
し
た
。
や
が
て
そ
の
任
を
終
り
、
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
の
講
義
録
は
『
和
蘭
医
官
抱
独
英
氏
口
授
、
日
講
紀
聞
』
と
し
て
大
学
東
校
よ
り
上
梓
さ
れ
、
教
科
書
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
帰
国
に
先
立
ち
、
明
治
三
年
九
月
十
七
日
（
一
八
七
〇
年
十
月
十
一
日
）
、
京
都
に
趣
い
た
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
を
招
い
た
鍋
島
直
正
は
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
診
療
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
・
閏
十
月
二
十
九
日
（
陽
暦
十
二
月
二
十
一
日
）
、
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
と
伊
東
玄
朴
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
向
け
旅
行
の
出
発
を
惜
別
し
、
且
つ
直
正
自
ら
の
病
容
を
診
察
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
に
在
っ
て
も
多
く
の
日
本
の
門
人
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）
六
月
七
日
、
母
国
に
お
い
て
妓
し
た
の
で
あ
る
。
一141　一
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
